
 

○ 第一回委員会 概要
   ・日時：平成３０年９月２６日（水） １０：３０～１２：００
   ・場所：小松島市役所　４階会議室（別紙－１をご覧ください）
     　    徳島県小松島市横須町１番１号
   ・備考：当日の取材・傍聴は、事務局からの資料説明までとさせていただきます。
　　　　   取材を希望される場合は、９月２５日（火）１２時までに別紙－２に
　　　　　 必要事項をご記入の上、下記ＦＡＸ番号へご送付ください。

○ 第一回委員会 名簿
   ・別紙－３をご覧ください。

○ 議事次第（案）
   1．開　　会
　 2．議　　事
　　(1) 徳島小松島港中期構想・活性化検討委員会の設立趣旨等
　　(2) 徳島小松島港をとりまく状況の変化
　　(3) 徳島小松島港における物流の現状
　　(4) 徳島小松島港における検討課題
　　(5) 徳島小松島港の中・長期的なあり方について意見交換
   3．閉　　会

　　　【問い合わせ先】　○：主な問い合わせ先
　　　　　国土交通省　四国地方整備局　小松島港湾・空港整備事務所
　　　　　ＴＥＬ：０８８５－３２－３３５７　　ＦＡＸ：０８８５－３５－００１０
　　　　　　　　　　　　　　副　 所　 長　　高尾　俊輝
　　　　　　　　　　　　○　企画調整課長　　田村　晃一
　　　　　徳島県　県土整備部　運輸政策課
　　　　　ＴＥＬ：０８８－６２１－２５８３
　　　　　　　　　　　　　　　　課長補佐    山本　英史

　徳島小松島港は、古くから天然の良港として知られ、また、藍の積出港としても栄えまし
た。近年になって外国貿易のための大型岸壁や物流・生産拠点としての産業団地を整備し、徳
島県の経済発展を支えてきました。現在は、四国で唯一となる首都圏を結ぶフェリー航路や阪
神港を結ぶ国際フィーダー航路、国際コンテナ航路等を有し、四国の産業・経済にとって重要
な港湾となっています。
　一方で、港湾背後への高速道路延伸、新たな企業の立地、クルーズ船寄港の増大、トラック
ドライバー不足、南海トラフ地震の切迫性の高まり、港湾施設等の老朽化、陳腐化など徳島小
松島港を取り巻く状況は大きく変化してきています。
　このような中、四国地方整備局小松島港湾・空港整備事務所及び徳島県は、徳島小松島港の
将来像を関係者で検討し、中期構想を策定すること等を目的に「徳島小松島港中期構想・活性
化検討委員会」を開催することとしました。

　徳島小松島港は開港７０周年を迎えました。
　　開港とは、関税法第２条において、貨物の輸出入並びに外国の貿易船の出入港が政令によって許されている
　港のことで、徳島小松島港は１９４８年に開港指定され、外国との貿易が始まりました。

　四国地方整備局小松島港湾・空港整備事務所及び徳島県は、開港70周年の節目に、徳島小松
島港の将来像を関係者で検討するために第一回徳島小松島港中期構想・活性化検討委員会を開
催します。

   平成３０年９月２０日

四国地方整備局　小松島港湾・空港整備事務所
徳島県　県土整備部　運輸政策課

～関係者が勉強しながら議論し、中期構想の策定へ～

これからの徳島小松島港を考える委員会を開催します

記者発表：徳島県政記者クラブ



第一回　徳島小松島港中期構想・活性化検討委員会　開催場所

小松島市役所 ４階会議室
（徳島県小松島市横須町１番１号）

出典：国土地理院ウェブサイト
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小松島港湾・空港整備事務所

　　　　　企画調整課　　宛 （FAX：0885-35-0010）

9月25日（火）　12時までにFAXで申込みください。

貴社名

連絡先

代表者名

連絡事項
等

別紙－２

取材申込書

TEL： FAX：

第一回　徳島小松島港中期構想・活性化検討委員会



（順不同）

所　　　属 職　名 氏　名 備　考

徳島大学 教授 山中　英生

徳島大学 助教　 尾野　薫

阿南工業高等専門学校 准教授 加藤　研二

一般社団法人　徳島県トラック協会 会長 粟飯原　一平

徳島県商工会議所連合会
徳島小松島港振興協会

会長 中村　太一

徳島小松島港運協会 会長　 端村　欣示

徳島県木材協同組合連合会 理事長 松田　功

徳島県内航海運組合 理事長 村田　泰

小松島商工会議所 会頭 安平　剛之

一般財団法人　徳島県観光協会 理事長 矢田　博嗣

四国運輸局交通政策部 部長 中本　隆

四国地方整備局港湾空港部 部長 宮島　正悟

四国地方整備局小松島港湾・空港整備事務所 所長 小田　幸伸

徳島県 政策監補 瀬尾　守

徳島市都市整備部 部長 都築　伸也

小松島市産業建設部 部長 佐藤　文幸
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徳島小松島港中期構想・活性化検討委員会　委員一覧


